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通期連結業績予想（IFRS）の修正に関するお知らせ 

 

当社は、直近の業績動向等を踏まえ、2025 年 3 月期（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日）の連結業績予想

を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
 
１． 今期（2025 年 3 月期）の連結業績予想数値（IFRS）の修正 

                                       （単位：百万円） 

 売 上 収 益 E B I T D A * 1 営 業 利 益 
親会社の所有者に

帰属する当期利益 

基本的１株当たり 

当 期 利 益 

前回発表予想（Ａ） 71,800 20,800 1,000 5,900 65 円 31 銭 

今回修正予想（Ｂ） 70,100 21,200 2,000 1,500 16 円 69 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,700 400 1,000 △4,400  

増 減 率（ ％ ） △2.4％ 1.9％ 100.0％ △74.6％  

（参考）前期実績 

（2024 年 3 月期） 
44,748 16,712 5,017 8,857 112 円 32 銭 

*1 EBITDA = 売上収益－燃料費－外注費－人件費＋持分法による投資損益＋その他の収益・費用  

 

２．修正の理由 

連結売上収益は、御前崎港バイオマス発電所の運転開始時期の変更に伴い、合同会社御前崎港バイオマスエ

ナジー（以下「御前崎港 GK」といいます。）の子会社化の時期を当初の 2024 年 7 月から 2025 年 2 月に変更し

たこと等を主要因として修正いたします。 

 営業利益は、バイオマス発電事業におけるバイオマス燃料のスポット調達価格が当初想定より安価に推移し

ていること等を主要因として修正いたします。 

また、親会社の所有者に帰属する当期利益は、「企業結合に伴う再測定による利益」が、御前崎港 GK での試

運転期間の長期化による燃料等付随費用の増加により期初見通しに比べて減少したこと、および、唐津バイオ

マス発電所の運転開始時期の変更にもとづく合同会社唐津バイオマスエナジー（以下「唐津 GK」といいま



す。）の子会社化時期の 2025 年 3 月から 2025 年 9 月への変更に伴い計上時期が来期にずれることを主要因とし

て修正いたします。 

 

（業績修正に影響を与えた主要因）                         

 前回発表予想

との差異 

増減の主要因 

売上収益 △1,700 百万円 ・バイオマス発電所の子会社化の時期の変更（対象：御前崎港 GK）

（△3,100 百万円） 

・その他（1,400 百万円） 

営業利益 1,000 百万円 ・上記の要因 

・バイオマス燃料のスポット調達価格が当初想定より安価に推移した

ため（1,900 百万円） 

・その他（△900 百万円） 

親会社の所有者に 

帰属する当期利益 

△4,400 百万円 ・上記の要因 

・企業結合に伴う再測定による利益の減少（対象：御前崎港 GK） 

（△2,100 百万円） 

・企業結合に伴う再測定による利益の計上時期の期ずれ 

（対象：唐津 GK）（△1,600 百万円） 

・その他（△700 百万円） 

 

（注意事項） 

上記に記載した予想数値は、現時点における入手可能な情報に基づいて作成しており、今後変動する可能性

があります。また、実際の業績は様々な要因によって、予想数値と異なる可能性があります。 

 

以   上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【リリースに関するお問い合わせ先】 
 IR 室 野瀬 健一朗 

TEL：03-3516-6263 
E メール：ir@renovainc.com 




